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一
や

ぶ

こ
ぎ

こ
れ
か
ら
の
大
衆
登
山

そ
の
む
か
し
高
山
は
神
り
す
み

家
と
し
て
禁
断
の
地
域
で
あ

つ
た

が
、
五
五
二
年
中
国
か
ら
渡
来
し

た
仏
教
と
、
日
本
古
来
の
民
族
宗

教

（神
教
）
と
の
間
に
立

つ
て
、

そ
の
融
和
に
な
や
み
、
考
え
、
そ

し
て
山
に
入

つ
て

「
さ
と
り
」
を

見
出
し
て
い

つ
た
も
の
は
僧
達
て

あ

つ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
先
達

に
導
か
れ
て
山
頂
に
立
ち
、
極
楽

を
夢
み
て
ズ
イ
キ
の
涙
を
流
し
た

民
衆
達
で
あ

つ
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
山
は
木

材
や
薬
草
の
資
源
地
と
し
て
領
主

が
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
武
士

や
そ
の
従
者
が
山
道
を
た
ど

つ
て

い

つ
た
。
ま
た
、
民
衆
の
宗
教
．は

ま
す
ま
す
隆
盛
し
、
い
わ
ゆ
る
熊

野
参
り
に
代
表
さ
れ
る
集
団
登
山

と
な

つ
て
栄
え
て
い

つ
た
。
江
戸

時
代
末
期
に
は
外
国
船
の
入
港
に

よ
り

一
時
登
山
は
途
絶
し
た
が
、

明
治
時
代
に
な
る
と
外
国
の
宣
教

師
、
医
師
、
学
者
な
ど
が
日
本
を

訪
れ
日
本
の
美
を
求
め
て
い
わ
ゆ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
探
検
登
山
が

行
な
わ
れ
、
そ̈
の
薫
陶
を
受
け

・
た
´

知
識
人
の
登
山
、
す
な
わ
ち
ス
ポ

ー
ツ
登
山
の
台
競
と
な

っ
た
。
ま

た
画
家
や
文
学
者
に
よ
る
美
術
や

〓
一　
浦

郎

民
俗
研
究
の
為
の
登
山
も
盛
ん
に

な

つ
て
い

つ
た
。

大
正
年
間
に
は
、
大
学
の
山
岳

部
に
よ
る
ガ
イ
ド
レ
ス
登
山
が
発

達
し
登
山
の
揺
藍
時
代
が
現
出
さ

喘
１
０８

一一一

一
一一一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋

れ
た
。
昭
和
に
入
る
と
学
生
登
山
　
さ
れ
ず
労
少
な
く
成
果
の
多
い
合

と
伴
に

一
般
社
会
人
の
登
山
、
こ
　
理
的
な
登
山
を
求
め
る
よ
う
に
な

と
に
パ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
登
山
が
盛
　
つ
て
き
つ
つ
あ

つ
た
。
そ
う
な
る

ん
に
な

つ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
と
交
通
機
関
は
極
力
活
用
し
、
装

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
り
科
学
　
備
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
お
ろ
す
か

技
術
の
進
歩
は
登
山
具
、
装
備
、
　

施
設
を
利
用
す
る
か
し
て
、
自
然

施
設
の
発
達
と
な
り
、
ど
ん
な
山
　
に
は
充
分
親
じ
む
が
居
住
生
活
は

も
わ
り
あ
い
た
や
す
く
登
る
こ
と
　
都
会
な
み
と
い
う
フ
イ
ー
リ
ン
グ

が
で
き
る
よ
う
に
な

つ
て
く
る
と
　
を
楽
し
む
登
山
が
大
勢
を
し
め
る

な
ん
．の
為
に
登
山
す
る
の
が
あ
ま
　
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

り
目
標
が
は

つ
き
り
し
な
い
登
山
　
か
。
道
難
に
つ
い
て
も
ま
た
自
カ

が
情
性
的
に
行
な
わ
れ
、
山
へ
の
　
脱
出
型
の
努
力
は
し
な
い
で
、
無

魅
力
も
減
退
し
た
か
に
見
え
た
が
、

経
済
の
高
度
成
長
し
た
社
会
に
生

活
し
て
い
る
者
に
と

つ
て
は
、
自

然
に
接
す
る
こ
と
は
精
神
的
、
健

康
的
に
不
可
欠
を
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
り
、
山
を
求
め
る
人
は
ま
す

ま
す
増
加
の
一
途
を
辿
る
よ
う
に

な

つ
て
来
た
。
そ
の
上
、
現
代
青

年
の
思
想
は
奔
放
に
近
い
自
由
を

要
求
し
、
制
約
を
受
け
る
山
岳
会

の
入
会
や
組
織
的
な
訓
練
を
し
て

の
団
体
登
山
な
ど
は
あ
ま
り
歓
迎

線
で
救
助
を
呼
ん
で
待

つ
て
い
る

型
式
の
も
の
が
増
加
す
る
も
の
と

思
わ
れ
救
助
組
織
に
つ
い
て
も
自

治
体
や
営
業
会
社
が
そ
れ
を
請
負

う
よ
う
に
な
る
で
し

ょ
う
。
こ
と

に
遭
難
多
発
山
域
に
お
い
て
は
救

急
用
具
や
設
備
を
完
備
し
た

「
救

助
カ
プ
セ
ル
」
を
設
置
し
て
お
き
、

天
候
回
復
ま
で
の
数
日
間
は
そ
の

中
に
入

つ
て
い
れ
ば
安
全
で
あ
り
、

天
候
回
復
後
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

搬
出
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

登
高
思
想
の
変
換
期
を
迎
え
た

現
在
、
こ
れ
か
ら
の
登
山
を
考
え
、

遭
難
救
助
対
策
の
夢
を
追

つ
て
み

ま
し
た
。（

日
山
協
遭
対
常
任
委
員
）

「
ｌ
ｌ
こ
こ
―

，
，
こ
だ
‘
ζ
ｌ
～
も
ヽ
１
ヽ
ヽ
―

Ω
登
山
者

の
ビ
ギ
ナ
ー
か
ペ

テ
ラ
ン
か
を
見
わ
け
る
に
は
、

ザ

ッ
タ
の
詰
め
方
と
服
装
を

見
れ
ば
わ
か
る
と
い
う
。
チ

ロ
ル
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
カ

ッ
タ
ー
シ

ヤ
ツ
の
上
に

コ
ー

ル
テ
ン
の
ペ
ス
ト
を
着
て
い

る
の
は
ビ
ギ
ナ
ー
と
か
。

０

ぉ
い
し
い
こ
と
に
こ
の
ス

一

タ
イ
ル
は
本
人
自
身
が
選
ん

だ
も
の
で
な
く
メ
ー
カ
ー
が

考
え
出
し
た
パ
タ
ー
ン
な
の

で
あ
る
。
使
い
よ
さ
、
便
利

昨年は:何かとご苦労様でした。今年も安全登山を

モ フトーにスポーツ登山を楽 しんでください。

埼玉県山岳連盟会長

清 水 武 甲
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美
し
い
原
生
林
と
紅
葉
に
色
ど

ら
れ
た
、
奥
秩
父
の
代
表
的
登
山

コ
ー
ス
の
雲
取
山
に
て
、
十
月
二

十

一
日
、
二
十
二
日
の
両
日
、
百

数
十
名
の
参
加
者
が
△
、
Ｂ
、
Ｃ
、

三
コ
ー
ス
に
分
れ
登
山
し
た
。

二
十

一
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も

降
』
ず
、
朝
霧
の
消
え
る
に
し
た

が

つ
て
、
青
空
も
見
え
、
絶
好
の

登
山
日
よ
り
に
な
り
、
全
員
、
午

前
十
時
に
は
三
峰
神
社
に
集
合
、

十
時
三
十
分
よ
り
、
神
楽
殿
前
広

場
に
て
、
開
会
式
が
県
山
岳
連
盟

会
長
の
あ
い
さ
つ
て
始
ま
り
、
地

元
会
場
地
の
大
滝
村
長
代
理
、
横

田
助
役
よ
り
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ

り
、
続
い
て
、
秩
父
郡
体
育
協
会

長
の
黒
沢
大
滝
村
教
育
長
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
又
、
野
井
理
事
長

の
ぁ
い
さ
つ
、
浅
見
副
理
事
長
の

登
山
隊
長
、
リ
ー
ダ
ー
の
紹
介
が

あ
り
、
最
後
に
事
務
局
長
よ
り
、

班
編
成
、
宿
合
の
割
り
当
て
等
の

事
務
連
絡
の
あ
と
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
旗
を
先
頭
に
、
十

一
時
登
山
行
動
に
入

っ
た
。

天
候
は
本
隊
が
霧
藻
ケ
峰
に
到

着
し
た
十
二
時
頃
よ
り
霧
雨
が
降

り
始
め
、
紅
葉
が
真
盛
り
の
自
岩

山
は
、
霧
の
中
に
見
え
か
く
れ
じ

て
、
美
事
な
景
観
を
描
出
し
た
。

午
後
四
時
頃
よ
り
、
続
々
と
隊
員

は
雲
取
山
荘
と
雲
取
ヒ
ュ
ッ
テ
に

到
着
、
設
営
隊
長
の
新
井
信
太
郎

氏
、
千
島
盛
夫
氏

一
同
の
作

つ
た

歓
迎
ア
ー
チ
を
通
る
度
に
、
花
火

と
五
色
の
テ
ー
プ
が
乱
れ
飛
び
、

大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

二
十
二
日
は
、
午
前
五
時
三
〇

分
起
床
、
Ａ
コ
ー
ス
は
昨
日
の
コ

ー
ス
を
下
山
、
Ｂ
隊
は
雨
の
為
、

バ
ラ
ク
チ
尾
根
を
中
止
し
た
、
Ｃ

隊
と
共
に
ア
シ
沢
林
道

（西
尾
根
）

を
下
山
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
、

全
員
、
す

つ
か
り
濡
れ
て
し
ま

つ

た
が
、
そ
れ
て
も
元
気
に
三
峰
神

社
に
到
着
、
予
定
時
間
の
十
三
時

三
十
分
に
ま
ず
Ａ
隊
が
到
着
、
雨

の
中
を
ご
出
席
戴
い
た
、
山
中
敬

二
大
滝
村
長
の
歓
送
の
こ
と
ば
、

清
水
県
岳
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
隊

長
、
リ
ー
ダ
ー
ヘ
の
感
謝
の
拍
手

で
閉
会
式
を
終
了
、
以
下
、
Ｂ
、

Ｃ
、
両
隊
と
も
、
全
員
の
集
合
を

待
た
ず
、
到
着
順
に
閉
会
式
を
終

ら
せ
、
解
散
し
た
。

（
加
藤
　
記
）

ご
協
力
に
は
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
と
夕
わ
け
、
開
会
式
に
ご

出
席
戴
き
、
歓
迎
の
こ
と
ば
を
く

だ
さ

つ
た
、
毛
呂
山
町
体
育
協
会

長
、
鎌
北
久
平
氏
の
あ
い
さ
つ
、

教
育
委
員
秋
馬
先
生
の
文
化
財
の

「
や
ぶ
さ
め
」
の
映
画
は
参
加
者

か
ら
大
変
な
好
評
て
し
た
。
又
、

こ
の
よ
う
な
協
議
会
に
録
音
装
置

を
提
供
し
職
員
ま
で
派
遣
く
だ
さ

つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
央
講

師
を
始
め
参
加
し
た
皆
様
も
、
こ

の
理
解
の
深
さ
に
は
、
本
当
に
感

激
し
て
帰
り
ま
し
た
。

岳
連
で
は
予
定
し
て
い
な
か

つ

た
事
業
を
急
に
実
施
す
る
事
に
な

り
、
十
月
二
十
八
、
二
十
九
日
に

鎌
北
湖
で
群
馬
、
長
野
、
神
奈
川
、

静
岡
の
各
県
を
迎
え
、
二
日
間
に

亘
り
熱
心
に
協
議
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
中
央
講
師
は
日
山
協
の
金

坂

一
郎
氏
で
あ
り
、
各
地
方
講
師
、

そ
し
て
各
地
区
の
代
表
が
集
り

「

遭
難
救
助
テ
キ
ス
ト
」
の
検
討
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
協

議
会
を
全
国
十
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け

各
地
区
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
中

央
協
議
会
の
資
料
に
す
る
わ
け
で

あ
り
、
次
年
度
の
目
標
と
し
て
特

に
遭
難
予
防
と
雪
崩
、
登
山
者
の

体
力
に
つ
い
て
特
別
事
業
を
実
施

す
る
よ
う
全
国
会
議
に
出
す
事
を

全
員

一
致
で
決
め
、
次
回
の
開
催

県
に
静
岡
県
を
予
定
し
関
東
０
の

地
区
別
協
議
会
を
終
了
し
ま
し
た

日
本
山
岳
協
会
主
催
の
道
難
対

策
研
究
協
議
会
が
昨
年
度
に
引
き

続
い
て
、
本
年
度
も
埼
玉
県
山
岳

連
盟
が
担
当
で
、
去
る
十
月
二
十

八
日
、
二
十
九
日
の
両
日
、
紅
葉

と
湖
の
美
し
い
景
観
を
も
つ
鎌
北

湖
畔

「
山
水
荘
」
に
於
い
て
、
静

岡
、
神
奈
川
、
群
馬
、
長
野
、
埼

玉
五
県
の
代
表
者
が
集
ま

つ
て
、

熱
心
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
内

容
は
昨
年
と
同
様
、

「
遭
難
救
助

テ
キ
ス
ト
」
の
作
成
と
云
う
こ
と

で
、　
一
応
、
昨
年

「
テ
キ
ス
ト
」

が
出
来
ま
し
た
も
の
を
再
検
討
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
、
会

議
の
内
容
、
進
行
に
不
安
が
あ

つ

た
の
で
す
が
、
さ
す
か
に
各
県
を

代
表
す
る
人
達
の
集
り
だ
け
に
、

時
間
が
足
り
な
い
程
の
質
疑
応
答

研
究
発
表
が
あ
り
、
昨
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
さ
ら
に
、

二
日
目
に
入
る
と
、
よ
り
以
上
の

研
究
会
の
効
果
を
あ
げ
る
に
は
、

ど
う
い
う
協
議
会
の
テ
ー
マ
を
も

つ
て
来
年
度
は
進
む
べ
き
か
と
い

う
問
題
ま
で
と
り
ぁ
げ
、
と
か
く

情
性
に
走
り
や
す
い
会
の
運
営
に

つ
い
て
討
論
を
交
わ
す
な
ど
、
前

向
き
の
態
度
を
打
ち
出
し
て
、
日

本
山
岳
協
会
宛
、
要
望
事
項
と
し

て
提
出
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

担
当
県
と
し
て
、
多
数
の
会
員

の
ご
協
力
を
戴
い
た
こ
と
や
、
地

元
、
毛
呂
山
町
体
育
協
会
、
毛
呂

山
町
農
業
協
同
組
合
、
毛
呂
山
町

教
育
委
員
会
の
心
か
ら
の
歓
迎
と

第
十
七
回
関
東
地
区
登
山
体
育

大
会
が
、
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
を
兼

ね
て
去
る
十

一
月
三
日
か
ら
五
日

ま
で
、
千
葉
県
大
多
喜
、
君
津
、

富
津
市
の
山
岳
地
帯
を
中
心
に
、

県
外
八
チ
ー
ム
、
県
内
二
十
五
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、
本

県
か
ら
は
、
野
井
篤
、
井
古
田
忠

雄
、
平
沼
伸

一
の
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
ご
存
知
の
通
り
千
葉
県

の
山
は
、
山
ら
し
い
山
は
無
く
、

一
番
高
い
山
で
も
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
た
ら
ず
の
山
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
集
中
登
山
的
な
大
会
で

は
な
く
、
展
望
の
効
か
な
い
、
小

道
の
多
い
千
葉
の
山
の
個
性
を
生

か
し
た
、
読
図
歩
行
を
中
心
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
国
体

リ

ハ
ー
サ
ル
的
な
大
会
で
し
た
の

で
、
採
点
は
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
来
年
の
国

体
に
は
、
全
般
的
に
き
び
し
く
採

点
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
十
分
な
予
備
知
識
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

山
に
登

つ
て
山
を
見
て
来
る
私

達
に
は
、
山
に
登

つ
て
海
の
見
え

る
山
も
、
又
、
趣
が
変

っ
て
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
地
元

大
多
喜
、
君
津
、
富
津
市
の
大
変

な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
を
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　

　

（
平
沼
記
）

区
研
究
協
議
会

奥 秩 父 登 山 の ベ ー ス に 民 宿 へ ど う ぞ !  
秩 父 民 宿 組 合 連 合 会

五 山 西 白 観 朝 栃 甲 ふ 仙 や 湖 梅 雲 三 み 落 紅

光 本武ζ峡1月 林  た の
望 道 川 泰 亭 日荘 信 と亭 ち荘 屋 取 峰 け 合 屋



国
体
に
参
加
し
て
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「
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、
う

る
わ
し
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
た
太
陽
国
体
の
山
岳
部
門
の
会

場
は
、
九
州
の
最
南
端
鹿
児
島
県

佐
多
岬
か
ら
海
上
を
南
に
七
〇
キ

ロ
の
所
に
あ
り
、
周
囲

一
〇
五
キ

ロ
、
東
西
約
二
八
キ
ロ
南
北
約
二

六
キ
ロ
の
山
岳
島
屋
久
島
で
あ
る
。

一
〇
〇
〇
米
以
上
の
高
峰
が
三
〇

座
以
上
も
あ
り
、
な
か
で
も
宮
之

浦
岳

（
一
九
二
五
米
）
は
九
州
の

最
高
峰
で
も
あ
る
。
屋
久
島
は
大

変
雨
が
多
く
山
岳
地
帯
で
年
間
八

〇
〇
〇
ζ
二
〇
〇
〇
〇
ミ
リ
も
降

雨
量
が
あ
り
、
又
、
未
登
峰
の
岩

壁
や
沢
な
ど
も
沢
山
あ
る
と
い
う
。

そ
ん
な
洋
上
の
ァ
ル
プ
ス
屋
久
島

を
登

つ
て
来
た
。

十
月
十
九
日
、
東
京
を
立
ち
、

二
十
日
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
町
の
人

々
が
多
数
出
迎
え
る
中
、
指
宿
入

り
し
、
開
会
式
ま
で
の
一
日
半
を

食
糧
の
買
い
出
し
や
開
聞
岳
ヘ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
忙
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。
翌
々
日
開
会
式
は
県
立

鴨
池
陸
上
競
技
場
に
て
行
な
わ
れ
、

太
陽
国
体
に
ふ
さ
わ
し
く
、
昨
夜

来
の
雨
も
上
が
り
、
南
国
の
太
陽

の
照
り
つ
け
る
中
で
行
な
わ
れ
た
。

感
無
量
で
あ

っ
た
。
二
十
三
日
、

指
宿
を
後
に
連
絡
船
で
官
之
浦
港

へ
向
い
入
山
式
に
の
ぞ
ん
だ
。
夜

は
尾
之
間
の
国
民
宿
合
に
泊

つ
た
。

宿
合
の
前
は
本
富
岳
の
岩
壁
が

そ
び
え
、
後
に
は
夕
日
で
真
赤
に

染

つ
た
海
原
が
広
が
り
、
な
ん
と

も
す
ば
ら
し
い
所
で
あ

つ
た
。
次

の
日
花
山
登
山
口
よ
り
競
技
が
開

始
さ
れ
、
今
年
は
事
前
研
究
、
観

測
研
究
、
体
力
、　
マ
ナ
ー
の
四
項

目
を
重
点
的
に
採
点
を
す
る
と
い

う
。
樹
齢
二
、
三
千
年
の
屋
久
杉

の
木
立
を
ぬ
い
な
が
ら
登

っ
て
行

く
と
、
や
が
て
大
石
展
望
台
に
着

く
。
花
山
の
コ
プ
か
ら
は
宮
之
浦

岳
、
永
田
岳
が

一
望
に
で
き
、
奥

深
い
山
や
谷
は
小
さ
な
島
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
。
前

野
へ
て
て
順
光
に
輝
く
北
尾
根
の

岩
壁
や
ロ
ー
ソ
ク
岩
を
眺
め
、
全

員
で
記
念
写
真
を
と
り
、
巨
岩
の

あ
る
永
田
岳
へ
登

つ
た
。
山
頂
か

ら
は
口
之
永
良
部
島
、
種
子
島
や

南
海
に
浮
ぶ
小
島
が
、
は
る
か
水

平
線
に
見
え
る
。
二
十
五
日
永
田

鞍
部
の
幕
営
地
か
ら
宮
之
浦
岳
ヘ

登
り
、
翁
岳
、
安
房
岳
、
投
石
岳

と
ヤ
タ
シ
マ
ン

ヤ
ク
ナ
ゲ
や
ヤ
タ

ザ
サ
な
ど
の
高
山
植
物
の
群
落
の

中
を
歩
い
た
。
二
十
六
日
は
標
高

一
三
〇
〇
米
の
地
点
か
ら
の
長
い

下
り
で
、
途
中

マ
ム
ン
が
大
変
多

い
の
で
気
を
使
い
な
が
ら
下

つ
た

十
二
時
三
〇
分
、
Ｃ
隊
全
員
無
事

尾
之
間
に
下
山
し
、
屋
久
島
に
日

の
落
ち
る
こ
ろ
、
屋
久
町
中
央
公

民
館
グ
ラ
ン
ド
で
閉
山
式
が
行
な

わ
れ
た
。

山
に
入

つ
た
こ
の
三
日
間
に
体

カ
テ
ス
ト
、
気
象
、
テ
ン
ト
の
張

り
方
、
装
備
検
査
、

マ
ナ
ー
、
記

録
、
チ
ー
ム
ワ
ー
タ
な
ど
採
点
す

る
為
に
チ
エ
ッ
ク
が
山
行
中
に
行

な
わ
れ
た
。

又
、
私
が
屋
久
島
に
き
て
感
じ

た
こ
と
は
、
二
千
年
、
三
千
年
の

屋
久
杉
や
ミ
ヤ
コ
グ
ラ
の
原
生
林

が
伐
採
さ
れ
、
見
る
見
る
う
ち
に

形
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ

と
こ
の
美
し
い
南
国
の
楽
園
は
い

つ
の
日
に
か
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
こ
の
美
し
い
屋
久
の
自

然
を
是
非
と
も
守
り
た
い
も
の
だ

と
痛
感
す
る
。

（
田
口
昭
男
）

（写
真
は
左
が
ロ
ー
ノ
ク
岩
、

右
の
ビ
ー
ク
が
永
田
岳
）

(写真は左がロー ノク岩、右のビークが永田岳 )

0                             0                    0                                   0
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もこ;
い れ ま 毛 あ 格 い は り よ 実 進 日 岳 手 た  八
た

｀
し 呂 る  °岳 ま り 費 行 ま 手 帳 。と 文

い 元 た 山 紫 一  連 し 文 頒 中 で 帳 の  公 字
も気 。町 藤 冊  事 た 書 布 で に に 頒  印 の
の な 一 の 明   務 °を す す 発 つ 布  変 正
で 姿 日 病 さ 四  局  も る が 刊 い に  更 印

t急 享長各§ 2 量ミ」こ章こ ]塗
美しい自然をながめながら スケーテイング

秩父スケートセンター
白 久 駅 前 が ス ケ ー ト場

羽生  熊谷 寄居   秩父  白久  三峯口

奥

秩

父

山
小
屋
組
合

白

岩

小

屋

原

義

恵

雲
取
ヒ
ュ
ッ
テ
　
千
島
　
盛
大

雲

取
山

荘
　
新
井
信
太
郎

雁

坂

小

屋
　
山
中
　
特
市

雁

峠

山

荘
　
千

島

　

茂

甲
武
信
小
屋
　
千
島
　
兼

一

十
文
字
小
屋
　
山
中
　
邦
治

清

滝

小

屋
　
鋼
神
罰
役
務

白
井
差
小
屋
　
　
″
　

″
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」
蕨
　
一地

区

¨
事
務
所

蕨
市
中
央
一一一
―
一あ

―

｝
　

　

　

一〓
一　
三
浦

一
郎
方

¨
所
属
団
体

‐‐‘・”　
仔
ぐ
ま
山
岳
会

一
　
蕨
市
役
所
山
岳
会

　̈赫発導酬醐高，会会

・″　
山
鳩
グ
ル
ー
プ

　̈猛舞悧鍋』岳会

三
中
ワ
ン
グ
ル

方
針
と
行
事

加
盟
団
体
の
間
の
横
の
連
絡
及

び
県
岳
連
か
ら
の
情
報
伝
達
機

関
と
し
て
、
各
会
の
助
成
や
指

導
に
あ
た

つ
て
い
る
。
地
区
岳

連
は
あ
く
ま
で
も
事
務
処
理
の

為
の
機
関
で
あ
る
の
で
各
会
の

山
の
仲
間
よ
”
仲
よ
く
手
を
握
　
　
育
協
会
に
加
盟
し
、
今
年
度
は

り
互
い
に
助
け
合
わ
う
）
　
　
　
　
野
球
連
盟
の
二
七
万
円
に
続
い

の
三
項
目
を
か
か
げ
て
い
る
。
　
　
て
二
番
目
の

一
八
万
円
の
助
成

ま
た
主
な
行
事
と
し
て
、
野
外
　
　
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
山
行
だ

活
動
指
導
者
講
習
会
に
講
師
派
　
　
け
で
な
く
市
民
体
育
祭
や
市
内

遣
、
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
施
　
　
一
周
駅
伝
大
会
に
も
毎
年
参
加

（市
民
全
般
対
象
）
、
ス
ポ
ー
　
　
し
、
昨
年
は
市
内

一
周
駅
伝
大

ツ
教
室
に
講
師
を
派
遣
等
を
行
　
　
会
で
総
合
五
位
に
入
賞
す
る
な

な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
幅
広
い
活
動
を
行
な

つ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
会
員

一
人

一

人
の
山

へ
の
自
党
を
深
め
、
そ

れ
を
会
で
生
か
し
、
会
の
運
営

を
し
て
い
く
礎
と
し
て
い
き
た

会

報

あ

り

が

と
う

会
報
寄
贈
戴
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
山
岳
連
盟

神
奈
川
県
山
岳
連
盟

矮鰯縣］鍋藤圏　　　殿

新
潟
県
山
岳
連
盟

山
形
県
山
岳
連
盟

雪

上

講
習

雪

洞

講

習

の

日

程

決

ま

る

十
二
月
二
日
の
理
事
会
の
席
上

二
月
に
行
な
わ
れ
る
雪
上
講
習
、

二
月
の
雪
洞
講
習
の
日
程
及
び
内

容
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
雪
上

講
習
会
、
研
修
会
は
富
士
山
五
合

日
付
近
で
二
月
十
五
日
夜
行

・
十

六

・
十
七

・
十
八
日
の
日
程
で
、

講
習
会
は
基
礎
技
術
を
研
修
会
は

救
出
訓
練
な
ど
行
い
、
座
学
は
雪

崩
突
風
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。

十
八
日
の
最
終
日
に
は
希
望
者
の

み
地
区
指
導
員
、
二
種
指
導
員
の

検
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
洞

講
習
会
は
土
構
付
近
で
雪
洞
と
山

ス
キ
ー
の
実
施
指
導
を
二
月
二
、

四
日
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

編

集

室

０
浦
和

の
田
中
さ
ん
の
原
稿

「
登

山
の
モ
ラ
ル
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
と

は
」
は
編
集
の
都
合
で
次
回
に
ま

わ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｃ
岳
連
の
念
願
だ

つ
た
機
関
紙
が

発
刊
さ
れ
、
軌
道
に
の
夕
か
か

つ

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

清
水
会
長
も
言

つ
て
か
ら
れ
た
が
、

「
埼
玉
岳
連
」
を
息
の
長
い
も
の

に
す
る
為
に
は
費
用
と
原
稿
を
ど

の
よ
う
な
形
に
も

つ
て
い
く
か
に

あ
る
。
現
状
で
は
費
用
は
す
べ
て

広
告
に
た
よ
り
、
集
め
る
の
に
苦

労
し
て
い
る
し
、
原
稿
の
集
め
方

も
組
織
だ

つ
た
も
の
も
な
く
集
ま

り
が
悪
い
。
月
報
や
会
報
を
出
し

て
い
る
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
が
、
や
は
り
自
分
達
の
も
の
と

い
う
感
じ
が
な
く
て
は
、
そ
の
こ

と
に
身
が
入
ら
な
い
の
が
当
然
で

あ
る
。
毎
月
発
行
の
県
も
あ
る
こ

と
だ
し
、
年
四
回
発
行
で
は
ま
だ

ま
だ
で
あ
る
。

「
埼
玉
岳
連
」
が

上
層
部
の
人
達
だ
け
の
も
の
と
す

る
か
、
み
ん
な
の
も
の
と
す
る
か

は
、
加
盟
会
員
の
や
り
方
次
第
で

ど
う
に
で
も
な
り
得
る
。
発
言
の

場
と
し
て
て
も
い
い
、
報
告
の
場

で
も
ょ
い
、
利
用
で
き
る
も
の
な

・

ら
利
用
し
て
や
れ
〃
と
い
う
気
持

で
気
楽
に
投
稿
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

◎

一
九
七
二
年
の
暮
は
南
ア
、
富

士
、
そ
し
て
北
ア
の
二
重
遣
難
と

遭
難
で
暮
れ
て
ゆ
く
。
せ
め
て
年

末
年
始
だ
け
は
適
難
事
故
を
お
こ

さ
ぬ
よ
う
、
冬
山
に
入

つ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。（

Ｓ

・
Ｈ
）

一
三
名

八
名

一
四
名

一
一
名

二
〇
名

一
二
名

二
七
名

六
〇
名

］一̈けい砕一一̈̈】【

員
的
に
実
施
不
可
能
の
要
望
事

業
を
取
り
ま
と
め
岳
連
の
行
事

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
昭
和

三
四
年
発
足
。
昭
和
四
七
年
度

の
運
営
方
針
と
し
て

一
、
遭
難
対
策
意
識
の
普
及
徹

底

（自
分
で
起
し
た
あ
や
ま
ち

は
自
分
で
処
理
し
よ
う
）

一
、
岳
連
の
使
命
の
認
識

（岳

連
は
我
々
の
も
の
で
あ
り
、
我

々
が
運
営
し
、
我
々
が
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

一
、
未
組
織
登
山
者
の
吸
収

（

越

谷

地

区

事
務
所
　
越
谷
市
弥
生
町
七
―
七

山
崎
ス
ポ
ー
ツ
内

所
属
団
体

越
谷
山
岳
会
　
　
　
四
〇
名

方
針
と
行
事

昭
和
四
十
年
八
月
発
足
以
来
、
　
　
　
つ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
人
が
山
を
愛
し
、

そ
の
中
に
厳
し
さ
を
求
め
、
か
　
　
表
■
口
獣
＝
肥
顧陰

つ
、
自
然
に
親
じ
む
こ
と
を
目
　
事
務
所
　
春
日
都
市
大
字
粕
壁
四

の
，

閣

継
凝

標
に
歩
い
て
き
た
。
毎
月
四
月
　
所
属
団
体

の
初
め
に
総
会
を
開
さ
、
過
去
　
　
春
日
部
市
役
所
山
岳
部
二
五
名

一
年
の
ま
と
め
更
に
こ
れ
か
ら
　
　
春
日
部

ハ
イ
ク
愛
好
会
二
五
名

の
山
行
計
画
を
立
て
て
い
る
。
　

方
針
と
行
事

年
三
回
の
合
宿
、
月

一
回
の
山
　
　
埼
玉
県
の
中
で
も
比
較
的
登
山

行
の
他
、

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
　
活
動
が
活
発
で
な
い
こ
の
地
域

を
別
に
設
け
年
二
回
の
市
民

ハ
　
　
の
、
ン
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
と

イ
キ
ン
グ

（毎
回
百
名
以
上
の
　
　
し
て
い
る
。
行
事
と
し
て
は
、

参
加
）
、
月

一
回
の
山
行
を
実
　
　
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

・
積
雪
期
登

行
し
て
い
る
。
集
会
は
山
行
の
　
　
山
技
術
講
習
会

・
沢
の
は
り
登

あ
る
な
し
に
限
ら
ず
、
毎
週
水
　
　
山
技
術
講
習
会

・
初
級
登
山
教

曜
日
に
設
け
会
員
同
志
の
親
睦
　
　
室
、
そ
し
て
各
種
の
講
習
会
等

を
計

つ
て
い
る
。

一
方
、
市
体
　
　
を
行
な

つ
て
い
る
。

行 向 い
を け 。

実 ｀
ま

行 そ た
し し 海
て て 外
い 会 の
き 報 山
た の に
い 定 も
と 期 目
思 発 を

”一一一̈̈
市げ獅
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